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研究成果の概要：多様な固有種のいる生態系に、国際自然保護連合が「最も危険な外来種 100

種」に指定しているジャワマングースによる被害の出ていた奄美大島において、マングース

の餌ともなる外来種クマネズミ、両種に捕食される鳥類とイシカワガエル、動物個体群に

大きく影響するスダジイ堅果結実量、の動態を調べ、生態系管理の基礎情報を得た。研究

成果をふまえ、国内外で外来種管理の重要性と可能性を説明した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究代表者らは、奄美大島に生息する固
有の希少種個体群の研究すすめてきた。 
(2) 侵略的外来種のジャワマングースが
1990年代に急増殖し、島内分布を拡大させた。
それに伴って、アマミノクロウサギ、アマミ
ヤマシギ、イシカワガエル等固有個体群の衰
退が記録された。環境省は、2000年度からマ
ングース防除事業を展開した。 
(3) 研究代表者らは、2005～2006年度の科研
費を得て、マングースとその駆除が、奄美大

島の生態系におよぼす影響を、生物群集の種
間相互作用（間接効果）を考慮して観測、分
析した。 
(4) 防除事業によってマングースの密度低
下が始った段階で、生態系回復の予測と評価
のための生態学的な情報が求められている。 
 
２．研究の目的 
 森林の著しい優占種であるスダジイの堅
果（ドングリ）結実変動と、クマネズミの個
体群動態の連動に注目する。マングースの冬
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の重要食物となるクマネズミは、在来の中間
捕食者も捕食する。マングースやクマネズミ
に捕食される主要小動物のモニタリングを
行う。ともに外来種であるマングースとクマ
ネズミのいる生態系回復の過程をモニタリ
ングして、最適な外来種個体群管理について
考察し、発信する。 
 
３．研究の方法 
(1) トラップ（秋冬）と地上調査（春）によ
る優占種スダジイ堅果生産量の動態と捕食
要因の把握。 
(2) トラップによるクマネズミの捕獲調査
と消化管分析による種間相互作用の推定。 
(3) 自動撮影を用いた、マングースの影響の
ない動物群集、およびアマミノクロウサギ等
在来種の生態解明。 
(4) センサスによる鳥類群集の把握。 
(5) センサスによるイシカワガエルの分布
確認と、空間分析による生息状況回復予測。 
(6) 国際シンポジウム等の開催、そこでの発
表等を通じて、研究成果を社会に発信する。 
 
４．研究成果（結果および考察） 
(1) スダジイの堅果（ドングリ）結実量動態 
 前研究期間から継続して実施している、奄
美大島と加計呂麻島の３カ所における調査
の結果、結実量の著しい変動が記録された
（図1）。秋に樹上から落下する堅果と春（し
ばしば翌々年以降）まで地上に残る堅果（種
皮）の状態と痕跡を調べて計数することによ
って、ドングリの主要な捕食者を特定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1. 地上調査によるスダジイ堅果変動と健全果

割合．堅果数単位は１平方メートル当たり個数．

茶色が健全果、灰色は被害果． 

 

 

 豊作時（2003年と2007年）のうち、2003
年秋に多量に成った堅果は、翌春までにほと
んどが捕食され、奄美大島ではネズミ類（お
そらくクマネズミ）に食べられたドングリが
３分の２近くを占めた。クマネズミのいない
加計呂麻島の調査地では過半が昆虫により

食べられ、３分の１近くは菌類等によって腐
朽しており、しいな

、、、
も多かった。 

 一方、2007年に成った堅果の多くは、翌春
まで発芽能力のある健全状態で生残した。被
害に遭った堅果は、奄美大島と加計呂麻島の
両方ともシギゾウムシ類等の昆虫に約3分の
１が捕食され、残りは主に樹上でのルリカケ
スの捕食、しいな

、、、
、原因不明の破壊あるいは

腐朽などに遭っていた。冬の間に地上でネズ
ミに捕食されたことが確認されたドングリ
は、奄美大島においてもほとんどなかった。 
 奄美大島の森林内のクマネズミは、『捕食
者飽和仮説』の予測に合致し、前年まで２年
余り続いた凶作の後、減じて、ドングリを多
く捕食することはなかった。 
 
(2) 当初、奄美大島の６カ所にクマネズミの
捕獲罠を設置した。島の中央部では、クマネ
ズミがほとんど捕獲されなかったことや、在
来種の混獲、特にアカヒゲの死亡事故防止が
困難だったことから、マングースが分布拡大
初期から生息し続けている東部の２カ所に
おいて、年４回捕獲調査を継続した。 
 2007年の春～2008年春にほとんど姿を消
したクマネズミが、2008年夏から森林内で大
量発生した（図2）。その後、里地からやや離
れた地点（金作原）では段階的に、里地に近
い地点（里）では冬にいったん減少し春に増
加してから2009年秋までに減少した。2010
年春も、低密度状態が続いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2. クマネズミ生息密度変動（頭/100TN） 

 
 
 2004～2005年のネズミの標識調査から、森
林内には定着個体が少ないことや、非高密度
時の森林内でも冬～春に個体数増加がみら
れることが判った。同様の季節変化が、今回
も現れており、森林内の個体数増加の一部は、
近隣の里地で冬に繁殖して増えた個体の森
林に移入してきたことが原因だと推測され
る。しかし、ネズミが利用可能なドングリが
森林内の地上に豊富にあった2007年には、
森林でも繁殖し、移入個体と合わさって高密
度状態が継続した可能性がある。 



 

 

(3) 外来種のマングースがいない森林（油井
岳地域）の林床に設置した自動カメラによっ
て、旧来から生息している外来種のクマネズ
ミを含む哺乳類11種、鳥類17種、大型無脊
椎動物などの動物群集の一部が記録された。
在来種の撮影頻度は、年間を通して一定、あ
るいは一定の季節変化を繰り返しているよ
うだった。データはまだ不十分である。クマ
ネズミは、2008年冬～2009年春に著しい増
加を見せた（図3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3．マングースのいない油井岳付近に設置した8

台の自動撮影カメラが補足したクロウサギとクマ

ネズミの月別出現率の変動．撮影頻度の単位は

100カメラ・日当の撮影枚数． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4．アカヒゲの観察密度（2kmx50mベルトトラン

セクト）．2005,2006,2007,2010年は前年秋のドン

グリの結実量が少なく、2006, 2009年は冬にクマ

ネズミが多かった． 

 
(4) 奄美大島のマングースの当初の生息密
度傾斜に沿った４カ所と、加計呂麻島の１カ
所計５カ所における、林道上約2kmのライン
センサスを３月後半に実施した。往復２回ず
つの調査記録の内、左右25m幅内で記録され
たアカヒゲの最大記録数を図４に示した。マ
ングースの生息密度が2006年頃まで他地域
よりも高く、生息年数の長かった東部の２カ
所で記録個体数が少なく、マングースのほと

んど生息していない奄美大島西部で中程度、
加計呂麻島で高い生息密度を示した。 
 クマネズミの調査を実施した金作原地区
では、2009年と2008年と、2006年にもアカ
ヒゲの密度低下が表れており、クマネズミの
生息密度の上昇との関連が推測される。自動
カメラの記録でクマネズミの密度上昇が示
された後の2009年春の油井岳地区のアカヒ
ゲも、密度低下が表れている。いずれの地点
においても、2004年から2005年と低下し、
2006年は、密度が低かった。2004年と2005
年の連続した全島でのスダジイのドングリ
の凶作との関連が、示唆される。 
 
(5) マングースの分布拡大にともなって生
息密度が低下したことが判っているイシカ
ワガエルの回復予測、およびマングース駆除
後の生息地管理への提言のため、生息適地推
定モデルを検討した。標高、地形、河川長な
どを説明変数とし、イシカワガエルの生息の
有無を目的変数とする、在・不在データの両
方、または在データのみを用いる複数のモデ
ル間で、モデルのベーズ選択をおこなった。 
 最適モデルを用い、小地域での集中調査の
結果を、マングース駆除作業に伴う広域モニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5. 最大尤度モデルによるイシカワガエルの生
息適地分布。在・不在データの両方を用い、記録

率を変数に入れたモデルが、高い尤度を示した。

右上の半島は実際には適地でなく、過大評価され

た。(Kawasaki, Miyashita, 作成) 
 
タリングの結果に外挿し、高標高の渓流の発
達した地区が、イシカワガエルの生息に適し
ているという結果を得た（図５）。不在地点
の未確認確率を変数に持つ最適モデルでは、
実際は生息に適さないことが判っているに
もかかわらず、不在データを過大評価した結
果、高い生息確率を予測してしまう地域も生
じた。モニタリング精度とモデル変数の改良
の余地がある。 
 
(6) 2008年秋に沖縄島と奄美大島で、主催者
の一部として、2010年2月にはNZのオーク



 

 

 

 

管理計画の策定 

管理の実施 

モニタリング 

結果の分析・評価 

調査 

管理目標の設定 

順応的管理のプロセス 

ランドで開催された外来種管理に関する会
議に、また、関連する生態、哺乳類、鳥類等
の学会にそれぞれ参加し、奄美大島における
実践、研究例として、本研究の一部を発表し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７．順応的管理（石井作図） 

 
 
 今後、他の事業や補助による研究とも合わ
せて、本研究の成果を、マングースの根絶戦
略、その過程および後の奄美大島の生態系管
理に応用し、固有種の多い島嶼生態系の管理
の実例を世界に示して行く。 
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